
令和４年度出水対応の振り返り結果について

改善策・問題点等
〇大竹市
・ 小瀬川タイムラインに関連しない他地区への対応に追われた結果、タイムラインの移行判断等が困難な状況であった。
・ タイムライン移行の基準に達したかどうかは、コンピュータに自動判定させ、職員の意思決定を支援できる仕組み作りが必要。
○山口放送（株）
・タイムラインの移行について、佐波川ではポータルサイトが立ち上がるが、小瀬川ではないので、意識が向きにくかった。
同じサイトでみることが出来れば、改善できる。
○広島県医師会
・タイムラインの立ち上げ、レベル移行の通知をどのように周知・活用するか検討し、関係機関との連携強化に努める。
○山口県医師会
・出水期前に立ち上がっているので対応しやすい。引き続き対応手順の確認等も行なうことにより組織における対応力を強化する。
○広島県土木建築局道路河川管理課
・洪水予報等の伝達について手続き方法の改善や、ダム放流に関する通知系統図の確認が必要。
〇小瀬川ダム管理所
・ タイムラインの役割欄においては、広島県・山口県に含まれるが、その中に複数の機関があり、役割が異なるため、小瀬川ダム
を分けて記載願う。

・ タイムライン支援システムにより、画面にタイムラインレベルを表示することで、現状のレベルを把握しやすくしてもらいたい。
〇山口県警察 岩国警察署
・通行止め実施に関する早期の情報共有の徹底
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